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　　　　　　　　　　　　図5 : Harberger とLeibensteinの比較
　６．Ｘ非効率性の測定方法
　本節では，Ｘ非効率性の測定方法を，図を使って説明する。
　図６は，ある産業に属する個別企業の平均費用の散布図であり，横軸は
生産量（あるいは生産額）を，縦軸は平均費用を測っている。したがって，
図の各点はある企業を取り上げた時の当該企業の生産量と平均費用を示し
ている（すなわち，各点の横座標はその企業の生産量であり，縦座標は平均費用で
ある）。そして，生産量の小さい方から平均費用の最も低い点を順次結んで
得られた折れ線がフロンティア平均費用曲線である。
　このフロンティア平均費用曲線は，与えられた生産量を最も効率的に生
産している企業の平均費用を近似していると考えられる。実際には，フロ
　　　　　　　　　　　　　　ー119（104）－
ンティア平均費用曲線上に存在する企業にも，多少の非効率性は存在する
であろうから，この曲線は各生産量に対応する最小平均費用曲線，すなわ
ちＸ効率的な平均費用曲線そのものではないが，それにかなり近いものと
見なして良かろう。そこで以下では，フロンティア平均費用曲線を最小平
均費用曲線のプロクシーと考えることにする。
　　　　　　　　　　図６：フロンティア平均費用曲線
　ここで，フロンティア平均費用曲線を利用する理由は，以下のように説
明される。一般に，観察された１組の標本から何らかの曲線を推定する場
合，最小２乗法などの計量経済学的手法を利用するのが普通である。しか
し，これは標本の観察された全ての点に対して，何らかの意味で最も適合
する（＝誤差が最も小さい）曲線を見つける方法であり，最も効率的な企業
を表す曲線を見つける方法ではない。私たちがここで利用しようとする平
均費用曲線はまさに当該生産量を最も効率的に生産する場合の平均費用を
表す曲線であるから，計量経済学的手法を使うことはできない。すなわ
ち，もし観察された生産量と平均費用のデータに対して計量経済学的手法
　　　　　　　　　　　　　　－118（105）－
を適用して推定した曲線は，任意の生産量を最も効率的に生産した時に得
られる最小の平均費用を示す曲線ではなく，当該産業の真の意味での平均
的な平均費用を表すものになる。推定した曲線を外れている観察値は全て
計測誤差によって外れたものであると考えることができない限り，このよ
うにして推定した曲線の経済学的意義は乏しいと言わざるを得ない。平均
費用として経済学的に意味のある概念は，標本の中で最も効率的な観察の
みから構成されるフロンティア関数である。
　第５節で明かにしたように，ある企業のＸ非効率性は，その企業の実際
の平均費用と当該生産量に対する最小平均費用との差によって測ることが
できる。ここで，後者の最小平均費用はフロンティア平均費用曲線に他な
らないから，Ｘ非効率性の具体的な測定作業は，以下のようになる。説明
のために，生産量Ｑを平均費用/1Qで生産している企業を考えよう(図６
の点Ａ)。この企業の生産量，すなわちＱをＸ効率的に生産する場合の最小
平均費用の大きさは，フロンティア平均費用曲線に生産量Ｑを当てはめた
高さによって示される。この場合はBＱである。よって，この企業は当該
生産量を生産するのに平均費用で見てABだけ余分な費用を掛けているこ
とが分かる。したがって，企業/1のｘ非効率性の程度は，詣と判定され
と判定される。
　あるいは，企業Aは生産量Ｑを平均費用AQで生産しているのだから，
生産の総費用は面積COQAで与えられる。もし，Ｘ効率的に生産すれば
平均費用ＢＱで生産できるはずであるから，面積CDBAは節約可能な費
用の大きさ，すなわちＸ非効率性による損失になる。
　このようにして，全ての企業について，フロンティア平均費用曲線と当
該企業の平均費用の垂直方向の乖離幅を測定し，Ｘ非効率性の程度を求
め，これを使って各企業のＸ非効率性による損失の大きさを計算すること
ができる。これを産業全体について合計すれば，当該産業のＸ非効率性の
大きさが求められる。さらに全ての産業について合計すれば，一国のＸ非
　　　　　　　　　　　　　－117(106)－
効率性の大きさが求められることになる。
　最後に, Scherer (1970）のＸ非効率性の推計結果（表３）を紹介しておこ
う。彼によれば，図２のｊに相当するＸ非効率性は国民所得の4.1%に達
している。また，これは図２のｃ十八こ相当する資源配分上の非効率性（国
民所得の2.1％）を大きく上回っており，非効率性は全体では国民所得の
6.2％もの大きさに達している。
　　　　　　　　　表３：経済効率性の損失の対国民所得比
－116(107)－
－115(108)－
